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成田国際空港「第 3旅客ターミナルビル」は、公益財団法人日本デザイン振興会主催の 2015年度

「グッドデザイン賞」（別紙※1）において、本日国内空港のターミナルビルとしては初めて「グッドデザイン

金賞（経済産業大臣賞）」を受賞いたしました。 

今年度のグッドデザイン賞は、審査対象のべ 3,658件のうち 1,337件が受賞し、中でも高く評価され

た 100件が「グッドデザイン・ベスト 100」として選出され、更にその中から「次代の産業・生活・社会を切

り拓く、未来を示唆するデザイン」、計 19件が「グッドデザイン金賞」として選ばれました。 

「第 3旅客ターミナルビル」は、本日 10月 30日から 11月 4日まで東京ミッドタウンにて開催される

受賞展「GOOD DESIGN EXHIBITION 2015」に出展されると共に、ベスト 100受賞者による「デザイナー

ズプレゼンテーション」にも参加いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 3旅客ターミナルビルについて】 

 ローコストでありながら「気軽に」「機能的」「わくわく」をコンセプトとした LCC(格安航空会社)の新拠点

で、本年 4月にオープン。陸上競技場を彷彿させる床面の誘導トラックや、座り心地やデザイン性に優

れた家具など、これまでの空港ターミナルとは一線を画す斬新で分かりやすい空間は、国内外の多く

のお客様からご好評をいただいております。 

 

 

「成田国際空港 第 3旅客ターミナルビル」が 

2015年度 を受賞！ 

 国内空港初！ 

【グッドデザイン賞審査委員からの「評価コメント」】 

LCCのための空港をローコストでつくるために、空間や素材、サインや家具など、様々な観点から徹底的に追求して

生まれた、全く新しい空間の質を持った空港である。その結果、わかりやすさ、歩きやすさ、使いやすさ、静かさ、楽し

さなど、従来の空港の概念を覆すほどに新しい数々の価値が、誰にでもわかりやすいかたちで提示されている。 
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（別紙） 

 

※1 グッドデザイン賞 

1957年、通商産業省（現経済産業省）によって創設された「グッドデザイン商品選定制度（通称Gマーク制度）」を継

承し、以来約 60年にわたり実施されている日本で唯一の総合的なデザイン評価・推奨制度です。その対象はデザイ

ンのあらゆる領域にわたり、受賞数は毎年約 1,200件、58年間で約 42,000件に及んでいます。グッドデザイン賞は、

単に見た目の美しさだけでなく、品質、使いやすさ、安全性、先進性、環境への配慮など、多角度から審査・選定され

ています。 

 


